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NO.789

だからこそ、あなたがたはあらゆる熱意を傾けて、

信仰には徳を、徳には知識を、

知識には自制を、自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、

敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加えなさい。

　　　　　　　　第二ペテロ１章５～７節

年間聖句
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主日礼拝
２０２０年　５月 １７日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 受付 ： 若村めぐみ姉
パワーポイント ： 本多悟兄　　　　感謝の祈り ： 司会者

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

司 会 者

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 威光 ・ 尊厳 ・ 栄誉」

「 父の神の真実」

聖歌２９９番「 みちびきたまえ」

聖歌６０４番「 のぞみも消えゆくまでに」

　ローマ８章１２節～１７節

「 キリストと共に苦難から栄光へ」

聖歌５２５番「 かたりつげばや」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後の昼食会は

コロナ終息までお休みとします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

ローマ８章１２節～１７節

12, ですから、 兄弟たちよ、 私たちには義務があります。 肉に従って生

きなければならないという、 肉に対する義務ではありません。

13, もし肉に従って生きるなら、あなたがたは死ぬことになります。 しかし、

もし御霊によってからだの行いを殺すなら、 あなたがたは生きます。

14, 神の御霊に導かれる人はみな、 神の子どもです。

15, あなたがたは、 人を再び恐怖に陥れる、 奴隷の霊を受けたのでは

なく、子とする御霊を受けたのです。 この御霊によって、私たちは 「アバ、

父」 と叫びます。

16, 御霊ご自身が、 私たちの霊とともに、 私たちが神の子どもであるこ

とを証ししてくださいます。

17, 子どもであるなら、 相続人でもあります。 私たちはキリストと、 栄光

をともに受けるために苦難をともにしているのですから、 神の相続人であ

り、 キリストとともに共同相続人なのです。

「キリストと共に苦難から栄光へ」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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メッセージ要約

●私たち人間は、 どんな状況であっても、 できれば苦難を避けたくなるのではないでしょうか？　特に正しく歩ん

でいて苦難を受けることは理不尽だと思うことが多いかと思います。

しかし、 実際苦難を避けていれば何もできなくなってしまうのです。 何をするにも、 必ず何らかの苦難は伴うはず

です。 いくら好きなことをするとしても、 それを磨き上げたいとき、 苦難も生じるはずです。 　

ここ最近私たち世界中の皆さんが対面している共通の苦難は、 コロナウィルスとの闘いかもしれません。 その戦

いも、 より早く解決するためには、 苦難を避けては通られない面があるのです。 　ただし、 その苦難は、 本当に

神の御心に従った故での苦難であるのか？　と神に求め、 聖書に聞き、 決して変わらない神の基準と照らし合わせ、

私たちは正しい道をそれていないかを確認する必要があるのです。

１、 キリストが死に打ち勝った栄光を私たちが受けるためにはどうすればよいのか？　

①、 肉に従う義務はない。 肉に従って生きる行先は死。

　体の示す欲望のままに行動する。 これは要するに 「肉に従う」 ことです。 自分自身の体の思いのままにその時

の気分と感情に流されて歩行先は、 神様の道から大きく脱線してしまう危険が大なのです。 このような歩み方を

聖書は、 肉 （欲望） に従って歩む生き方だと語っています。 このような歩み方をした人々の行先は死である。 と

御言葉は語っています。

②、 御霊によって体の行いを殺す者は生きる。

　パウロはこれと同じ内容を言い方を変えてコロサイ 3 章 5 節でもこのように語っています。 「ですから、 地上のか

らだの諸部分、 すなわち、 不品行、 汚れ、 情欲、 悪い欲、 そして貪りを殺してしまいなさい。 この貪りが、 その

まま偶像礼拝なのです」

　ここで、 私たちの自分勝手な思い、 欲望に流されず、 その流れを切り離しなさい。 と言うことを語っています。

そもそも、 ここで使われている殺してしまう。 と言うギリシャ語は、 切り離しなさい。 という意味もある単語であ

るのです。

また、 福音書では、 マルコ９章 43 節～ 47 節で　「罪へと導く目を抉り出し、 手や足を切り捨てるように」 と言う

ことまで書かれています。 切り捨てずに全体が滅びるよりは、 汚れたところだけが切り捨てられる方が良いのでは

ないですか。 と語られています。

　私たち癌におかされた器官を放置しておけば待っているのは全身へ広がり死が訪れるのを待つのみとなります。

そうならない為には、 早く癌を発見し、 取り除くことなのです。

ですからキリストの栄光を受け取るために、 私たちも 「魂の癌」 （罪） を示されたなら早急に 「切り捨てること」

が大切なのです。

２、 キリストの栄光を受けるためには神の子とされる必要がある。

①奴隷であるのか？　子とされるのか？　これはとても重大なことであった。

この新約聖書の時代 （紀元一世紀のローマ） では、 養子は、 養父によって慎重に選ばれ、 その名を引き継ぎ、

財産を相続していたのです。 養子とは、 実の子の身分に少しも劣らず、 義父の愛情を十分に受け、 義父の人格

を反映することが許されていました。

ですから、 私たちの罪を背負い十字架の上で死に勝利されたイエスキリストの栄光を受けるためには、 神の子ど

もにならなければ受けることができないとパウロは語っているのです。

３、 神の子とされれば苦難が一切なくなるものと勘違いしてはならない。

偽物の宗教は、入信すれば、または、このご利益のある偶像を購入すれば、即あなたの人生は変わります！　とうたっ

ているご利益的なものが多いかと思います。 しかし、 聖書はそんなご利益は語っていないのです。 逆に、 神の子

とされる相続を受けるのであれば栄光をともに受けるために苦難を共にすると語るのです。 しかし、 神の子どもと

されるので、 キリストとともに共同相続人になれると語られています。

　その共同相続人は、 15 節に 「人を再び恐怖に陥れる、 奴隷の霊を受けたのではなく、 子とする御霊を受けた

のです。 この御霊によって、 私たちは 「アバ、 父」 と叫びます」 と、 あるように創造主なる神様を、 子どもがお

父さんに親しみを込めて叫ぶ時に用いる 「アバ、 父」 という言葉で呼びかけられる関係になれると言うのです。

●まとめ

「キリストと共に苦難から栄光へ」

１、 肉の欲望を切り捨てる苦しみを惜しんではならない。

２、 キリストと共に歩み味わう苦難は、 神の相続人の印

３、 神に仕え善を行う苦難は必ず栄光へと変えられる。

このことを私たち忘れずに一週間歩めるよう祈ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                   原市場聖書教会牧師　若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 5 月 13 日（水）

 5 月 10 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　４人　　　　　　　　　　　　　４人

礼　　　　　拝   　３人    　８人   １１人　   ２２人

　　　　　　　　　（礼拝はオンライン参加者１０名を含む）

夕　　礼　　拝　　 　　　　 お休みでした。

祈　　り　　会　　 　　　   お休みでした。

報　　　　告

本日午後の予定

５月の誕生日

次週（５月 24日〈日〉）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　 　

聖　　書 ： ローマ８章１８節～２５節　

説　　教 ： 「今の時の苦難に勝る望み」　若村和仁師　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： 「スピリットソング」　　　今月の賛美 「父の神の真実は」

　　　　　　　　聖歌３９２、 聖歌４２３、 聖歌５２８、 聖歌３８３

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 司会者

集会案内

礼　　　　拝　　　 　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
 5月24日(日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　   9:30 ～ 10:15

☆聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

祈　 り 　会　　　　　　　　　　　　　　 お休みいたします 5月20日(水）

☆礼拝後の昼食会はコロナ問題が落ち着くまでお休みいたします。

・ ５月１８日～２２日 （月～金） NPO 法人あまやどり奉仕 （場所 ： 高麗聖書教会）

☆引き続き５月もコロナウィルス対策として、平日の集会、家庭集会はお休みとし
　日曜日の礼拝はおこないますが、賛美は一節のみ、聖餐式はお休みいたします。
　その他の各集会は５月末までお休みとしますが、状況によって　さらに延長する可能
　性があります。またその都度ご連絡いたします。
　体調不良の方は、礼拝出席を無理せず zoom にて礼拝を中継いたしますのでご利用く
  ださい。また、礼拝堂に入られる時には、手の消毒をよろしくお願いいたします。

★礼拝中の席は、お隣とひと席空け、ゆとりをもってお座りください。

　１０日 若村めぐみ姉　１４日 本多こずえ姉　

・ ５月２１日 （木） hi-b.a. 所沢オンライン集会 （場所 ： オンラインにて）

・ ５月２２日 （金） hi-b.a. 川越オンライン集会 （場所 ： オンラインにて）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-980-6442

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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